
国
民
年
金
の
加
入
種
別

◆
第
１
号
被
保
険
者
／
自
営
業
や
農
業
・

漁
業
の
方
と
そ
の
配
偶
者
、
20
歳
以
上
の

学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー
の
方
等
が
対
象
と
な

り
、
加
入
種
別
変
更
の
手
続
き
は
、
市
区

役
所
・
町
村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口

で
行
い
ま
す
。

◆
第
２
号
被
保
険
者
／
会
社
や
官
公
庁
に

お
勤
め
の
方
な
ど
、
厚
生
年
金
や
共
済
組

合
に
加
入
し
て
い
る
方
が
対
象
に
な
り
ま

す
。
加
入
手
続
き
は
、
会
社
や
官
公
庁
が

行
い
ま
す
。

◆
第
３
号
被
保
険
者
／　

国
民
年
金
の
第

２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
配
偶

者
の
方
が
対
象
と
な
り
、
届
出
は
、
配
偶

者
の
勤
務
先
を
通
じ
て
行
い
ま
す
。

種
別
変
更
と
な
る
ケ
ー
ス

◆
第
１
号
被
保
険
者
と
な
る
ケ
ー
ス
／
第

２
号
被
保
険
者
が
退
職
さ
れ
る
と
第
１
号

被
保
険
者
（
第
３
号
被
保
険
者
に
な
る
場

合
は
除
く
）
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

方
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
第
３
号
被
保
険
者

が
い
る
場
合
、
そ
の
方
も
第
１
号
被
保
険

者
に
な
り
ま
す
。

◆
第
２
号
被
保
険
者
に
な
る
ケ
ー
ス
／
第

１
号
被
保
険
者
ま
た
は
第
３
号
被
保
険
者

が
就
職
し
て
厚
生
年
金
等
に
加
入
す
る
と

第
２
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

◆
第
３
号
被
保
険
者
に
な
る
ケ
ー
ス
／
会

社
等
を
退
職
し
て
厚
生
年
金
等
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
の
被
扶
養
配
偶
者
に
な
る
方

な
ど
が
第
３
号
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
種
別
変
更

国
民
年
金
だ
よ
り

国民年金だより

　

国
民
年
金
制
度
で
は
、
国
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
ま
で
の
す

べ
て
の
方
に
、
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
の
加
入
種
別

は
、
次
の
３
種
類
に
分
か
れ
て
い
て
、
届
出
は
加
入
時
だ
け
で
な
く
、
種
別

が
変
わ
っ
た
と
き
に
も
必
要
で
す
。
種
別
変
更
の
届
出
を
忘
れ
る
と
、
年
金

が
受
け
取
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
手
続
き
は
、
年
金
手
帳
を
添
え
て
、

そ
の
都
度
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
支
給
対
象
工
事

①
手
す
り
の
取
付
け

②
段
差
の
解
消

③
滑
り
の
防
止
・
移
動
の
円
滑
化
等
の
た
め
の
床
ま
た
は
通
路
面
の

　

材
料
の
変
更

④
引
き
戸
等
へ
の
扉
の
取
替
え

⑤
洋
式
便
器
等
へ
の
便
器
の
取
替
え

⑥
そ
の
他
、
①
～
⑤
の
工
事
に
伴
い
必
要
な
工
事

◆
申
請
方
法

担
当
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
相
談
の
う
え
、
工
事
を
始
め
る
前
に
介

護
保
険
事
務
所
に
申
請
し
ま
す
。

◆
支
給
方
法

【
償
還
払
い
】
改
修
工
事
業
者
に
工
事
費
用
を
全
額
支
払
っ
た
の
ち
、

介
護
保
険
か
ら
９
割
分
を
支
給
し
ま
す
。

【
受
領
委
任
払
い
】
介
護
保
険
か
ら
工
事
業
者
に
費
用
の
９
割
分
を
直

接
支
払
い
ま
す
。

※
受
領
委
任
払
い
の
場
合
は
、
工
事
業
者
か
ら
介
護
保
険
事
務
所
に

あ
ら
か
じ
め
届
出
が
必
要
で
す
。
受
領
委
任
払
い
で
の
支
給
を
希
望

す
る
場
合
は
申
請
す
る
前
に
工
事
業
者
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
・
問
合
せ
／

介
護
保
険
事
務
所　

保
険
指
導
班　

０
１
８
７
（
86
）
３
９
１
１

介
護
保
険
の
支
給
対
象
と
な
る
住
宅
の
改
修

介
護
保
険
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

要
介
護
ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
方
が
、
介
護
保
険
の

支
給
対
象
と
な
る
住
宅
改
修
を
行
う
場
合
、
費
用
の
９
割
が
介
護
保

険
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
（
申
請
上
限
額
20
万
円
）。

介
　護

介
　護

図書館
　情報局

田沢湖図書館　　 43-1307
　休 3 日（祝）、5日（月）、12日（月）、19 日（月）、23 日（祝）、26 日（月）
※ 6 日（火）～ 9 日（金）（蔵書点検のため休館）

学習資料館　　 43-3333
　休 3 日（祝）、5日（月）、12日（月）、23 日（祝）、26 日（月）、30 日（月
末整理休館日）
※ 13 日（火）～ 22 日（木）（蔵書整理・点検のため休館）

イベント交流館（新潮社記念文学館）　　 43-3333
　休   24 日（土）～ 28 日（水）（展示替休館）

11

11

11

田沢湖図書館　おすすめのコーナー
「としょかんで　ＨＯＳＰＩＴＡＬ」

病気の予防・健康づくり・病を知る

がんや脳卒中そして成人病…
子どものこと、自分のこと、そしてみんなのこと。

　身近な問題、不安、悩みはいろいろありますが、
まずは「本」！
　自分でも調べてみませんか？

　10 月 20 日（土）田沢湖図書館
で　「和紙の灯りで朗読コンサー
ト」が開催されました。
　心に染み入る「言の葉」「音色」
の数々を「和紙の灯り」がやさしく
包み、およそ 50 人の来場者は秋の情景を楽しみま
した。

演奏：安藤満里　朗読：平岡千寿子　灯り制作：花田恵

学習資料館

新潮社から寄贈された図書を
紹介します

「桑田佳祐 言の葉大全集」桑田佳祐／「ノエル」道
尾秀介／「ソロモンの偽証　第 II 部」宮部みゆき／

「僕の心の埋まらない空洞」平山瑞穂／「いとみち 
二の糸」越谷オサム／「火山のふもとで」松家仁之
／「アスクレピオスの愛人」林真理子／「犬とハモ
ニカ」江國香織／「日本小説技術史」渡部直己／エ
ストニア紀行」梨木香歩／「エコー・メイカー」リ
チャード・パワーズ／「変見自在　日本よ、カダフィ
大佐に学べ」高山正之／「人生で大切なことはみん
なマクドナルドで教わった」鴨頭嘉人／「日本のか
ご」小澤典代／「沢村貞子の献立日記」高橋みどり・
黒柳徹子・山田太一・笹本恒子／「日本、買います」
平野秀樹／「レッドアローとスターハウス」原武史
／「「弱くても勝てます」」高橋秀実／「3・11 から
考える「この国のかたち」」赤坂憲雄／「海図の世
界史」宮崎正勝
●新潮社文庫新刊も多数寄贈されています。
このほか、たくさんの新着図書が入ってきています。

TOPICS やさしい光の中で
朗読コンサート

学習資料館・田沢湖図書館

蔵書整理と点検作業のため
休館します

【学習資料館】
　11 月 13 日（火）から 22 日（木）まで、蔵書の
整理と点検作業のため、休館します。
※新潮社記念文学館は平常どおり開館しています。

【田沢湖図書館】
　11 月 6 日（火）から 9 日（金）まで、蔵書点検
のため臨時休館します。

　利用者の皆様には大変ご不便をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いします。
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